










精神遅滞は小児期には多い症状であり,てんかん,脳性麻痺と共に 3大小児神経疾患と称さ

れる。これらは何れも chronic brain syndrome に包括され,従って相互に合併する場合が

多い。 

精神遅滞のモニタリングにおける痙攣性疾患の意義を神経疫学的に詳細に検討することが

本研究の目的である。そのため,先づ小児のてんかんについての調査を行った。すなわち大

学病院における病院統計と,地域調査の両面から検討を行った。 

これは単に精神遅滞のモニタリングにおける意義のみでなく,まだ不明の点の多いてんか

んの実態の解明と,医学的社会的対策の基礎資料の整備という意味からも極めて重要と考

えられる。 


